
■WAOtech処理記述サンプル：サーバー側

※サーバー側で以下手順で記述を行いWAOtechで設定を行う事で、WAOテクノロジーを利用したサーバー側の処理が構築可能です。

内容 WAOtech処理記述例

1 呼出メソッドの定義
クライアントからサーバーに参照更新
処理を実行するアプリケーションプロ
グラムを記述。

呼出用メソッド（ メソッド名：クラス名_ＳＷ）
　例） sample2_central_SW(ByVal mParameters As ArrayList)
　　　　クラス名：sample2_central
　　　　引数： mParameters As ArrayList
　　　　戻り値：Wao.RWaoIReturn

2 サーバー側参照処理
クライアントから実行された参照更新
処理を記述。

例）Select Case CType(mParameters(0), String)
　　   Case "select2_call2"
　　    ret = Sample2Select2(CType(mParameters(1), sampleRec.sampleRec), Srecs)
　　      If ret = SYS_NORMAL Then
　　         arr.Add(Srecs.Length)   　　 '第一戻り値: 件数を戻す(0件)
　　         arr.Add(Srecs)           　　　　'第二戻り値: 検索内容
　　       End If
　　End Select
（呼出用メソッド　“sample2_central_SW“内に参照処理プログラムの機能ID “select2_call2“の
　処理を記述。）
※上記は、クライアント側から機能ID“select2_call2”で、サーバー側へ参照処理を実行した場合の
　アプリケーションプログラムの処理に関する例です。

3
処理結果のクライアント
への戻し処理

クライアントから実行された参照更新
処理の実行結果の戻り値を記述。

　rtn.ReturnObj = arr
　rtn.Result = Wao.RWaoIReturn.RWaoIResult.RTN_NORMAL
呼出用メソッドの戻り値（ Wao.RWaoIReturn ）として設定。

手順
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